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- Society 5.0 の社会実装を政府横断的に強力に推進する一元的な体制を

構築し、プロジェクト型と地域限定型のサンドボックスについて、内外の

民間事業者からの提案を幅広く一元的に受け付け、両者の戦略的な連携

を図る。

（２）第４次産業革命の社会実装と生産性が伸び悩む分野の制度改革等

①自動走行

- 無人自動走行による移動サービスを 2020年に実現すること、高速道路で

のトラック隊列走行を早ければ 2022年に商業化することを目指し、公道

実証プロジェクトの実施、実証の成果・データの関係者間での共有、必要

な制度・インフラ整備等を計画的に行う。

- 2020 年頃の高度な自動走行の事業化を目指し、安全基準や交通ルール、

事故時の責任関係など、政府全体の制度整備の方針を、本年度中に大綱と

してとりまとめる。

- 自動走行技術に係る各事業者の協調領域の深化・拡大と競争力強化の観点

から、本年度中に、コア技術である認識・判断技術の開発を加速する走行

映像・事故データ等の収集・活用方針を取りまとめる。

- 自動走行地図の実用化（高速道路地図を来年度に実用化、一般道路地図の

整備方針を来年度に策定等）や自動走行等の社会実装に寄与する５Ｇの取

組の推進（2020年までにサービス開始）、車載セキュリティの確保（安全

性評価の仕組み作り等の工程表を本年度中に策定）などに向けた取組を戦

略的に進める。

②健康・医療・介護

ⅰ）オンライン資格確認の仕組み、データ利活用基盤の構築

- 医療保険の被保険者番号について、従来の世帯単位を個人単位化し、マイ

ナンバー制度のインフラを活用して、転職・退職等で加入する保険者が変

わっても個人単位で資格情報等のデータを一元的に管理する仕組みにつ

いて検討し、オンライン資格確認の 2020年からの本格運用を目指す。ま

た、こうした基盤の活用も含めて、医療等分野における情報連携の識別子

（ＩＤ）の在り方について引き続き検討し、来年夏を目途に結論を得る。 

- さらに、最適な健康管理・診療・ケアを提供するための「全国保健医療情

報ネットワーク」について、連携すべき情報の種類や情報管理等の課題の

検討を行いつつ、今年度の実証事業も踏まえ、来年夏を目途に工程表を示

すとともに、健康・医療・介護のビッグデータを連結・分析するための「保
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健医療データプラットフォーム」について、来年度から詳細なシステム設

計に着手する。これらによりデータ利活用基盤の 2020年度からの本格稼

働を目指す。 

   

ⅱ）遠隔診療等 

- 対面診療と適切に組み合わせることにより効果的・効率的な医療の提供に

資する遠隔診療について、2018 年度の診療報酬改定において、新たに評

価を設ける。あわせて、安全で効果的・効率的な遠隔診療の普及のため、

国民に向けた「遠隔診療の基本的な考え方」、具体的なユースケース、遠

隔診療の適用に必要な受診期間や患者との合意形成の在り方等必要なル

ールを包含するガイドラインを整備する。これらを一貫性の確保されたパ

ッケージとして今年度内に取りまとめ、公表する。 

- 遠隔での服薬指導について、遠隔診療の推進と併せて進めるニーズへの対

応、安全性の確保の観点から、国家戦略特区の実証等を踏まえて、検討す

る。 

 

ⅲ）自立支援介護の促進、介護のＩＣＴ化、ロボット・センサーの活用 

- 一定の効果が認められた自立支援について、2018 年度の介護報酬改定に

おいて、ストラクチャー・プロセス評価をアウトカム評価に組み合わせ 20、

適切に評価する。 

- 介護現場でのロボット・センサー等の活用に関して、夜間における見守り

業務など、利用者の生活の質の維持・向上と介護者の負担軽減に資する効

果が認められたものについて、2018 年度の介護報酬改定の際に、介護報

酬や人員・設備基準の見直し等の制度上の対応を行う。 

- ＩＣＴ等の技術革新を活用して現場の生産性を上げながら、質が高く、効

率的な介護サービス提供を可能とするシステムを 2020年に構築すること

を目指す。また、それに資するように介護サービス事業所に対して国及び

自治体が求める帳票等の実態把握と当面の見直しを来年度中に実施する

とともに、その後、事業所が独自に作成する文書も含めた更なる見直しを

進め、帳票等の文書量の半減に取り組む。さらに、ＩＣＴの標準仕様の作

成に向けた取組を来年度より実施する。 

                                              
20 サービスの質を踏まえた介護報酬については、次の３つの視点に分類でき、①ストラク

チャーは、人的配置等の構造、②プロセスは、事業者と利用者間の相互作用等の過程、③

アウトカムは、サービスによりもたらされた利用者の状態変化等の結果を評価することを

いう。 




